第４部会（産業労働）第６回部会概要
日　時：平成１９年８月６日（月）１８時３０分～２０時１０分

場　所：市役所第３委員会室

出席者：川西　悟・山田正幸・奥村修・河村信義・川田弘教・三澤由比子

事務局：五島英二・古村　健

議題１：４つのテーマの検討経過について各リーダーから説明

議題２：連絡事項

1 鷲別漁港を含めた神社山周辺の活用

· 鷲別連合町内会、鷲別親興会、ふるさと鷲別を考える会、鷲別商店会など地元の団体と意見交換し、海岸線を歩く計画はどうかと話をした。
（３００人ほど集めて、富岸から鷲別漁港まで）

車椅子の人も交えて１０月の体育の日に開催を検討したが、日程的には厳しいので、１０月２０日頃に開催する予定。

町内会長にはこういった事業を行いたい旨一部連絡をしている。

保安林については、健康保安林にすると、規制が緩くなるので、足がかりとして当該事業を実施したい。

漁港は、平成２３年に広場ができるので、その広場のテーマに「健康」を入れていただくよう要望するための足がかり事業。

· 当該事業は、１回だけではなく、１０年２０年と続くことを前提にして開催

したい。

· 観光と健康をテーマにして活動したい。
名称は、観光と健康を含めたものにしたい。
· 部会として事業を実施することは可能か。

地域の人を巻き込んで活動することは部会としてどうなのか。（事業実施は決定ではないが）

· 当該事業を実施するのは良いことだと思う。観光は、観光地だけではなく、全市的に取り組むことで何らかのパワーが生まれると思う。資金については、手弁当で実施しても良いのではないか。
· 他の委員の方が言うように、手弁当で実施しても良いのではないか。

あるにこしたことはないが、無い場合汗かいて実施して、あれこれ悩むよりもとりあえず実施することが必要ではないか。
· 手弁当は問題ないと思う。最終的に、鷲別保安林を健康保安林にするために、民間が実施する。最終的には鷲別山を健康保安林にすることを目標とするとの目的でよいか。

· 保安林の所有者は市か？市であれば、解除するためには国や道所有より楽ではないか。最終的には熱意と考える。
· 鷲別貝塚を活用する方法はないかと考えている。
· 貝塚調査として市民と教育委員会共同で調査等行うことは可能であると考える。エリアを定めて、小学生等を集めて学習の一環として活用することは可能ではないか。発掘員は交代のボランティアにするなど、事業費はかけないで。
· 函館で遺跡発掘ボランティアを募集している例があるので不可能ではないと思う。

· 参加者に配るタオル代金の事業費ぐらいは集めたいと思う。
· わくわく広場に祭りの雰囲気が好きな人が医者同伴で車椅子で来た。血圧が７５の人が１３５まで上がり体調が良くなった。

健康といった意味ではそういう機会を作ることは必要ではないかと考える。
2 スーパー銭湯の誘致について

· 温泉があるので、また健康に資する施設としてこういった提案があった。
登別にどういうような温泉が使える施設があるのかといった話になった。

登別・カルルス・新登別を含めて日帰りをやっている温泉の資料を配布しようということで話は終わった。

スーパー銭湯誘致の意図がどういったものか関根委員に確認しないと、曲がったことを検討してしまうので、今回は、観光協会で作成している資料を配布する（別紙：平成１９年度日帰り入浴受入れ施設）

また、ここに記載されていないが、さぎり湯では、ウィークリーマンションプランを行っていて、非常に好評である。温泉には、民間アパートがあるので、それを活用したウィークリープランのようなビジネスも生まれることが考えられるのではないか。

· 他の地方に同様の施設があるが、京都から暑い時期だけ北海道へ観光に来ている人がいるので、登別にこういった施設があっても良いと思う。
· 登別温泉は一人当たり宿泊日数平均が１．１程度だが、カルルスは１．６ほどになる。カルルスは冬季に湯治に人が来る。

· 観光協会としては、ウィークリーマンションに人が流れては良くないのではないか？そのため、温泉と提携して、宿泊客は○○ホテルに入浴できるとか検討が必要ではないか。
· 基本的に客層が違うので、問題はない。宿泊のニーズが昔と変わってきており、１泊２日で他の観光地へ行く人もいれば一箇所で長期間ゆっくりといったスタイルも出てきている。それに対して温泉も対応している。昔は集客数が８，０００人ほどだったが、近年は７，０００人を下回っている。それは、２部屋を１部屋に改修するなど、客のニーズに合わせて替わりつつある。といっても客単価が上がっているので利益は上がっている。
· 日帰り客の動きといったものはどうなっているのか。
市民としては、もうちょっと気軽に温泉に触れ合えれば良いのではないか。

・企業誘致としてのスーパー銭湯か、温泉を身近に感じるためのスーパー銭湯かを関根さんに聞いてみたところ、企業誘致は難しいと感じているとのことであった。今後関根さんが出てきたら聞いてみましょう。
3 電子マネー・地域通貨の活用

· 電子マネー・地域通貨を活用して外貨（観光客からの外貨等）を得ることはできないかについて検討。今後、この地域にあったシステムを利用したカード（システム）を作れないかと考えて行きたい。

市民と行政で作る電子マネーをテーマに、実現の可能性を模索していきたい。

· たとえば病院のカルテは電子化されているが、別の病院に行くとまた初診から始まる。それを健康保険で一本化できるようにできないか（たとえばパソコンで自分のカルテを確認できるなど。

作っている企業側がデータ管理されているので、使っている企業側が全部知っているのに自分が知らないのはおかしいのではないか。たとえばセブンイレブンのｎａｎａｋｏは、どこの店でいつ何の商品を買ったか本人はわからない。

こういったものを考えて、登別市でカードを発行した場合、たとえばそのカ

ードを機械にかざした場合、現在の住所や道案内してくれるカードなど独自

なものを模索していこうとなった。
4 ゆとりある生活を望む人の誘致

· 団塊の世代でゆとりのある生活を望む人を誘致したいと考えている。

自分も関わっているが、富岸町に優良田園住宅の計画を実施しており、実現に向けて動き出している。これの方向が見えてきてからメンバー会議を実施する。
また、１０月２９日に檜山・渡島・胆振の町内会研究大会が開催されるが、そこで、登別市のＰＲをしたい。安心・安全なまちをいかにつくるかについて、講演会を開催する（ヨシキリの会伴野氏に依頼）その中で登別市をＰＲしてもらおうと考えている。

通常は、後援内容が決定されるのだが、それを断って独自に後援を行い、登別市をＰＲしたいと考えている。今後はそれについて情報提供等を実施していきたいと考えている。

議題２　連絡事項

1 外部評価について

これの扱いについては、川西・山田で試みてから結果を皆さんに伝えたい。

皆様には各プロジェクトを進めていただきたい。

それぞれのプロジェクトが進む方向が定まってきたので、それに向かって進んでいただくこととします。

次回は９月３日（月）に部会開催。

それまでに、各チームは内容を詰めていただきたい。

②その他

　海外や知床に行った際、その土地の資源よりも人が一番印象にある。

　海外でも親切にしていただいたり、知床でも人とのふれあいがとても印象にあった。ハードではないですが、産業労働ではないかもしれないが、そう感じました。

　
